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　　本市のまちづくりの指針となる第７次島原市市勢振興計画が令和２年度からスタートしました。
　　市民の皆様と協働しながら計画を進めていくことから今回はその内容について紹介します。

第７次島原市市勢振興計画スタート

令和（年度）

２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 10年 11年

基本構想

基本計画

　　市民の皆さんと目指す、これから 10 年間の島原市のまちづくりの取り組みをまとめた重要な計画です。
　　振興計画は、まちづくりの柱である「基本構想」と具体的な施策をとりまとめた「基本計画」でできています。

市勢振興計画とは？

前期基本計画 後期基本計画

基本構想

基本計画

振興計画が描く将来像とその実現に向けた基本理念

将来像
未来へつなぐ島原らしさ

暮らし続けたい、訪れてみたい、魅力あふれるまち

ひと まち 暮らし

　島原で育まれるまちの魅力や誇りである「島原らしさ」を市民の皆さんと一緒に創り磨き上げていき、未来へ
つなげていきます。

島原市の『今
い ま
日を支え、明

みらい
日を創るまちづくり』に向けて

（基本理念に込められた島原市のまちづくりの考え方）

◎「ひと」と「暮らし」のなかで生まれるつながりを大切にし、互いの“今日”を支えあいながら、“明日”
　を担う「ひと」を育てます。そして、「まち」の魅力を資源として「ひと」と「まち」の魅力をつなぐ、
　さまざまな関わりや交流を生み出していきます。
◎「暮らし」を支える生業を「まち」に定着させ、「ひと」との交流や「まち」のなかに賑わいや快適
　な暮らしを生み出す基盤を備えます。
◎「まち」、「ひと」づくりによって、「暮らし」が安定し、将来にわたって安全・安心なこれからも暮
　らし続けたい、訪れてみたい、魅力あふれるまちを市民の皆さんとともに創ります。

　『ひと』、「まち」、「暮らし」をテーマに、島原市が直面しているさまざまな今日と向き合い、支えながら明日
へ受け継ぐ魅力や誇りを市民とともに育んでいきます。

　「これからのまちづくりを進めるうえで大切なこと」は、市民の皆さんと行政がこれまで以上に協働していくこ
とです。行政には市民の皆さんとの情報を共有し、皆さんの力を借りながら各主体が強みを活かす行政運営が求
められます。市民の皆さんも行政に足りない部分を補いながら、地域を守っていく重要な役割があります。

市民のみなさんへ

～施策のとりまとめ～
各分野の施策の目
標や主要施策を体
系的に示します。

～まちづくりの柱～
本市が将来実現し
たい姿を描きます。

計画の
期　間

基本理念



将来像を実現するための取り組みについて紹介します
　　目指す将来像の実現へ向け、分野ごとの取り組み方針として６つのまちづくりの基本目標を定めています。

① 自然と歴史、都市機能が調和するまち
② 地域や暮らしをつなぐまち
③ 豊かな水を守り、活かすまち

① 快適に住まうまち
② 環境にやさしく暮らすまち
③ いざというときに備えるまち
④ 地域の安全を守るまち

① 自然の恵みを供給するまち
② 水産資源を守り育てるまち
③ 暮らしを支える商工業のまち
④ 訪れてみたい、魅力のあるまち
⑤ 新たな活力を育むまち

① 生涯を通じて健康に暮らすまち
② 安心して医療を受けられるまち
③ 身近な支え合い、助け合いのあるまち
④ 安心して子育てできるまち
⑤ いきいきと高齢期を過ごせるまち
⑥ 自分らしい生活を目指せるまち

① いきいきと学び育つまち
② 心の豊かさ、交流を生むまち
③ スポーツでつながりをつくるまち
④ ふるさと島原を継承するまち

① お互いに認め支え合い市民とともに行
　 動するまち
② 信頼ある行財政運営を推進するまち
③ 島原半島の発展を担うまち

基本目標１ 自然と歴史、都市の魅力が調和したまちづくり

基本目標２ 安全安心で住みよいまちづくり

基本目標３ 賑わいと活力を興すまちづくり

基本目標４ 健康で自立と生きがいを支えるまちづくり

基本目標５ 将来を担う人材と豊かな心を育むまちづくり

基本目標６ 接続可能なまちづくりを支える市政運営

誰もが容易にアクセスし、質の高いサービスを受けることができ
るコンパクトなまちづくりを進めます。また、道路交通網の整備、
自然環境や城下町の景観などの保全を進めます。

ごみの減量化や再資源化などを推進し、環境にやさしいまちづく
りを進めるほか、住環境や公園、消防防災、防犯、救急体制の整
備を進めます。また、移住・定住支援により人口減少に歯止めを
かけ、新しい人の流れをつくります。

地域産業の発展に向けた環境整備や担い手の確保・育成を進める
ほか、農業や水産業を中心に地域資源の発信・流通の促進、観光
資源の活用、中小企業の経営安定化による産業振興を目指します。
また、市民の経済力の向上や新たな産業、雇用の創出を図ります。

保健、医療、福祉等の連携により、安心して子どもを産み育てられ、
健康に暮らすことのできる心と体を育みます。高齢者や障害のあ
る人が地域で自立し、生きがいを感じながら暮らし続けられる支
援体制を構築します。

個性と能力を伸ばし、生きる力と豊かな人間性の形成につながる
よう、学校・社会・家庭での教育の充実に努めるほか、城下町の
歴史文化を活用し、ふるさとへの誇りと愛着を育みます。スポー
ツや芸術文化活動を通じて心身の充実を図り、市内外の人達との
交流を行います。

協働によるまちづくりの推進、健全な財政基盤づくり、市民ニー
ズに対応した行政サービスの提供を行うほか、他自治体等との広
域的な連携を図ります。また、経営的な視点を持って公共施設の
マネジメントに取り組みます。
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